
１　事業概要

２　実施状況

実施の様子
（写真）

自然に触れることで、森林の魅力や楽しさ、森林の持つ偉大さを子供達に
知ってもらい、将来森林に対する良き理解者、あるいは森づくりを担える人
材になってもらうことを目的としている。

実施概要

年間を通じて自然体験活動を行う。次のプログラムの内容に合わせて有
識者を招いて知識や技術を習得させる。①道具の使い方②川辺の生き物
③和歌山県産材を使った木工④昆虫観察⑤森に潜む危険な生き物⑥森
の植物観察⑦竹林整備を兼ねた門松づくり⑧森の階段づくり⑨火起こし⑩
フィールド外の活動（キャンプ、博物館）

事業効果

児童及び父兄の評判はよく、この活動への応募者が減少していない。この
ため長年にわたってこの事業（活動）を継続している。

600　人 うち県内在住者 600　人参加者数
実施場所 橋本市矢倉脇ほか

森を知って、学んで、感性豊かに育つ子どもたち!!事業名

団体名

実施年度

事業目的

紀の国森づくり基金活用事業　事業実施状況報告書

管轄振興局令和４年度 伊都振興局

一般社団法人　紀の国森社中


